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羅 針 盤
 フィンランドの消費税は25％だ
が、食料品などは軽減税率が適用さ
れているから、全税収に対する消費
税の割合は、消費税が5％当時の日
本とほぼ同じ20％程度だ。消費税が
8％になっている現在は、フィンラ
ンドよりも日本の方が消費税によ
る国民負担が大きくなっている

企業が正社員を雇うと消費税が
かかり、派遣社員を雇うと消費税は
かからず、派遣社員を雇う企業と派
遣企業が利益を上げやすい税制に
なっている 輸出企業は、輸出戻
し税が入るので、消費税率を上げる
ほど利益が出る税制になっている

これから政府は消費税増税や外
形標準課税導入により法人税減税
を行おうとしている。利益の少ない
中小企業からも税を引き上げよう

とするのに、大企業は消費税でもう
ける形だ 大企業における労働分
配率は45％程度に下がっていると
いう 安倍政権は、日本を「世界
で最も企業が活動しやすい国にす
る」と公約し、それを実行している
が、大企業の株式の多くは外国資本
のものになっているという 消費
税を10％にしようとする安倍政権
は、だれのために政治を行っている
のだろうか。 

 

９
月
18
日
の
人
事
委
員
会
事
務
局

長
交
渉
に
引
き
続
き
、
９
月
25
日
、
埼

玉
教
組
、
埼
玉
高
教
組
、
自
治
労
県
職

労
で
構
成
す
る
埼
玉
県
地
方
公
務
員

労
働
組
合
共
闘
会
議
（
埼
玉
県
地
公
労

＝
榎
本
議
長
、
丸
山
事
務
局
長
）
は
、

第
三
回
目
に
な
る
県
人
事
委
員
会
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。
人
事
委
員
会
側

は
、
人
事
委
員
長
を
は
じ
め
す
べ
て
の

人
事
委
員
、
事
務
局
が
参
加
し
ま
し

た
。
地
公
労
側
か
ら
は
、
職
場
の
声
を

勧
告
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
具
体
的
な

意
見
が
出
さ
れ
、
教
育
公
務
員
に
対
し

労
働
組
合
協
議
会
（
埼
玉
公
務
労
協
）
設

立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
埼
玉
教
組
も

参
加
す
る
連
合
埼
玉
官
公
労
部
門
連
絡

会
が
今
年
当
初
か
ら
準
備
を
進
め
て
き

た
も
の
で
す
。
大
会
で
は
、
持
田
明
彦
設

立
準
備
委
員
長
（
自
治
労
）
が
主
催
者
を

代
表
し
て
挨
拶
後
、
大
会
議
長
に
選
出
さ

れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
永
野
勝
準
備

委
員
会
事
務
局
長
（
自
治
労
）
が
、
規
約
、

活
動
方
針
、
予
算
案
、
役
員
体
制
な
ど
を

提
案
。
賛
成
多
数
で
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

大
会
に
は
、
埼
玉
県
か
ら
知
事
代
理
と

し
て
渡
辺
産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局
長

が
来
賓
と
し
て
参
加
し
、
上
田
清
司
知
事

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長
、
武
政
公

一
民
主
党
埼
玉
県
総
支
部
連
合
会
長
代

て
、
超
過
勤
務
を
な
く
す
た
め
の
具
体

的
働
き
か
け
に
つ
い
て
特
に
言
及
す

る
よ
う
に
要
求
し
ま
し
た
。 

 

50
歳
台
後
半
層
の
引
き
下
げ
率
の

問
題
に
関
し
て
は
、
民
間
に
は
「
役
降

り
」
の
制
度
が
あ
る
が
、
教
職
員
に
は

な
く
、
同
様
な
比
較
が
で
き
な
い
の

で
、
実
態
に
合
っ
た
勧
告
に
す
る
よ
う

に
要
求
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
再
任
用
者
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
民
間
や
教
育
職
の
他
の
号
級
や
行

政
職
等
よ
り
も
低
い
水
準
を
引
き
上

げ
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。 

 

９
月
30
日
、
あ
け
ぼ
の
ビ
ル
大
会
議
室

を
会
場
に
、
埼
玉
県
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス

行
、
花
村
靖
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
組
協

議
会
議
長
代
理
副
事
務
局
長
、
佐
藤
道
明

連
合
埼
玉
事
務
局
長
が
出
席
。
茨
城
県
、

神
奈
川
県
、
群
馬
県
な
ど
関
東
の
公
務
労

協
か
ら
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

 

選
出
さ
れ
た
新
役
員
紹
介
後
、
高
橋
和

哉
議
長
（
国
公
総
連
）
が
挨
拶
。
力
強
く

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
参
加
者
全
員

で
、
埼
玉
公
務
労
協
の
新
た
な
出
発
を
確

認
し
ま
し
た
。
構
成
組
織
は
、
国
公
総
連
、

国
税
労
組
、
自
治
労
、
日
教
組
（
埼
玉
教

組
・
埼
玉
高
教
組
）
、
全
水
道
、
森
林
労

連
、
Ｊ
Ｐ
労
組(

オ
ブ)

で
す
。
埼
玉
教
組

か
ら
は
金
子
委
員
長
が
副
議
長
に
、
丸
山

書
記
長
が
幹
事
、
倉
持
副
委
員
長
が
監
査

に
就
任
し
ま
し
た
。 
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日
教
組
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

講
座
が
８
月
17
～
18
日
、
群
馬
県
伊
香
保
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
文
科
省
の
寺
脇
賢
氏
は
、

「
教
育
は
、
今
ま
で
が
悪
か
っ
た
と
い
う
証
拠

は
ど
こ
に
も
な
い
。
今
ゆ
と
り
世
代
の
若
者
が

集
ま
っ
て
企
画
し
、
行
動
す
る
と
い
う
も
の
は

す
ば
ら
し
い
。
総
合
的
な
学
習
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
だ
。
学
校
の
団
体
行
動
に
対
し
て
も
、

罵
倒
す
る
言
葉
を
発
す
る
先
生
は
い
な
い
。
最

大
の
論
点
は
、「
学
力
」
の
点
数
よ
り
も
問
題
解

決
能
力
で
あ
り
、
み
ん
な
が
こ
れ
を
ど
う
す
る

の
か
と
解
決
を
模
索
す
る
力
だ
」
と
話
し
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
の
高
校
１
年
生
は
、
本
物
の
ゆ

と
り
世
代
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は

PISA
2013

年
総
合
１
位
。
と
こ
ろ
が
文
科
省

は
、「
脱
ゆ
と
り
の
成
果
だ
」
と
い
う
矛
盾
し
た

見
解
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
の
僻
地

の
高
校
を
つ
ぶ
さ
な
い
と
し
て
、
町
民
が
立
ち

上
が
っ
た
活
動
を
紹
介
し
、
今
後
の
方
向
性
を

示
し
ま
し
た
。 

 

日
本
語
教
育
の
レ
ポ
ー
ト
は
３
本
。「
や
ま
な

し
」
「
説
明
文
」
「
な
い
た
赤
鬼
」
で
埼
玉
の
鳥

羽
さ
ん
は
、
三
番
目
。
子
ど
も
の
生
活
経
験
の

読
み
を
広
げ
て
、
取
り
上
げ
た
レ
ポ
ー
ト
で
評

価
が
高
く
、
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
児
童

の
姿
を
取
り
上
げ
、
成
長
す
る
姿
を
迫
っ
て
い

ま
し
た
。
友
達
を
か
ば
い
「
俺
の
靴
下
の
方
が

も
っ
と
臭
い
ぞ
、
お
れ
の
屁
の
方
が
も
っ
と
臭

い
ぞ
。」
と
笑
わ
せ
る
様
子
は
、
泣
い
た
ア
カ
オ

ニ
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
、
鳥
羽
さ
ん

の
人
間
を
見
つ
め
る
人
間
性
あ
ふ
れ
る
報
告
で

し
た
。 

 
 

 
 

比
企
支
部 

青 

木 

明 

兄

日教組第64次・埼玉教研第25回 
埼玉教育研究集会 

『平和を守り真実を貫く民主教育の確立を!』
【と  き】11月9日 (日) 9:00～16:30 

【と こ ろ】嵐山町 国立女性教育会館 (ヌエック) 

          全大会・分科会 

【記念講演】「憲法と学校教育」 

【講  師】斉藤 一久さん (東京学芸大学准教授) 
 

第16回日朝教育シンポジウム 
【と  き】11月8日 (土) 11:00～16:00 

【と こ ろ】埼玉朝鮮初中級学校 (さいたま市大宮区)

【記念講演】「高校無償化の適用と 

        補助金の継続」を勝ち取るために 

【講  師】師岡 泰子さん（弁護士） 

【10月】 
15日(水)第78回埼玉教育フォーラム幹事会 

18日(土)南支部・埼葛支部教研集会 

19日(日)児玉・大里支部教研集会 

24日(金)連合埼玉県交渉 

25日(土)第13回中央執行委員会・組織拡大代表者会議 

26日(日)入間支部教研集会 

28日(火)人権教育推進委員会 

30日(木)埼玉公務労協幹事会 

31日(金)狭山事件市民集会・教文委員会 
 
【11月】 
４日(火)第14回中央執行委員会 

５日(水)連合埼玉執行委員会 

６日(木)連合埼玉教育フォーラム 

８日(土)第16回日朝教育シンポジウム 

９日(日)第26回埼玉県教研集会 

12日(水)さよなら原発埼玉県民集会 (埼玉会館大ホール)

 

８
月
、
９
月
に
引
き
続
き
、
10
月

１
日
、
埼
玉
教
組
・
高
教
組
も
参
加

す
る
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
埼
玉
１
０

０
０
人
委
員
会
」
で
は
、
戦
争
を
さ

せ
な
い
全
国
署
名
運
動
を
浦
和
駅

西
口
及
び
東
口
で
行
い
ま
し
た
。
埼

玉
教
組
の
組
合
員
も
参
加
し
ま
し

た
。
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
持
田

議
長
は
、
「
次
世
代
を
生
き
る
若
者

の
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
声
を

安
倍
首
相
に
届
け
、
今
後
も
平
和
な

日
本
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。
こ
の
行
動
は
、
翌
日
の
埼
玉

新
聞
に
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 

埼
玉
教
組
は
、
来
春
に
行
わ
れ

る
予
定
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い

て
、
組
織
内
候
補
（
連
合･

日
政
連
）

と
し
て
、「
越
谷
市
議
選
」
に
、 

石
井 

孝
幸
さ
ん 

（
新
人
＝
無
所
属
）

「
さ
い
た
ま
市
議
選
」
に
、 

高
柳 

俊
哉
さ
ん 

（４
期
目
＝
民
主
）

西
山 

幸
代
さ
ん 

（２
期
目
＝
民
主
）

を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
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９
月
28
日
、
茨
城
県
東
海
村
の
石

神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、「
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い
！
再
稼

働
を
許
さ
な
い
！
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故

15
周
年
集
会
」（
原
水
爆
禁
止
日
本
国

民
会
議
な
ど
が
主
催
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

今
か
ら
15
年
前
の
２
０
０
０
年
９

月
30
日
に
茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料

加
工
会
社
「
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
オ
ー

（
Ｊ
Ｃ
Ｏ
）
」
で
社
員
２
人
が
死
亡

し
、
住
民
ら
６
６
６
人
が
被
ば
く
す

る
と
い
う
痛
ま
し
い
臨
界
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
集
会
に
は
、
茨
城
県
内
は
も

と
よ
り
埼
玉
か
ら
も
埼
玉
教
組
や
埼

玉
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
に
結
集
す

 「ホワイトカラーエグゼンプション（残業

代ゼロ法案）」、「労働者派遣法の改悪」、「解

雇の金銭的解決制度」等の法案は、私たちの

運動により春の通常国会では成立阻止した

ものの、政府は、再びこれらの法案を臨時国

会で提出しようとしています。 

 これに対し、連合は、これらの法案を再び

廃案に追い込む運動を提起し、9月25日、こ

の運動を日本国中に広め、働く者の力をあわ

せたたたかいを組む行動宣言を行いました。

 会場は東京・国際フォーラム。約4200名

の参加者を包み込む大きな会場で、主催者代

表の古賀会長挨拶、民主党党首海江田代表の

国会情勢報告と続き、全国過労死を考える家

族の会代表の寺西笑子代さんからの訴えが

ありました。 

 彼女は、過労死で夫を亡くされた方です。

彼女の夫は、会社からの達成困難な目標を設

定され、それを達成するため年間4000時間

もの労働を強いられたことを話しました。ま

た、彼女たちの努力があり過労死防止対策法

が成立したものの、それに反する制度改悪が

再び提出されることへの憤りもあり、絶対に

この法案を通してはならないと訴えていま

した。 

 連合に対しては、「過労死・過労自死は、

日本の未来をなくすこと。安全に働ける労働

環境をつくることを連合にお願いしたい。」と

話し、連帯していく決意を述べていました。

 学校現場は、超過勤務がはびこり、残業代

ゼロに近い形で働かされている状況です。精

神疾患も多い職場となっており、ブラック企

業と同じです。私たち自身が声を上げなけれ

ばこの環境は変わりません。私たちも、これ

からの運動に力を注いでいきましょう。 

る
労
働
組
合
や
民
主
団
体
か
ら
多
く

の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
主
催
者
を
代
表
し
た
茨

城
平
和
擁
護
県
民
会
議
の
川
口
玉
留

議
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
東
海
第
２

原
発
差
し
止
め
訴
訟
団
の
荻
三
枝
子

さ
ん
が
、
高
橋
靖
水
戸
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
県
内
21
の
首
長
や
市
市
町

村
議
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
集
会
に
、

例
年
に
増
し
て
、
こ
れ
だ
け
多
く
の

首
長
や
地
方
議
会
の
代
表
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
祝
電
が
送
ら
れ
た
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
こ
と
で
、
反
原
発
、
脱

原
発
の
声
が
確
実
に
広
ま
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
い
で
、
村
上
達
也
さ
ん
（
前
東

海
村
長
）、
大
泉
恵
子
さ
ん
（
Ｊ
Ｃ
Ｏ

健
康
被
害
裁
判
元
原
告
）、
青
木
秀
樹

さ
ん
（
東
海
第
２
原
発
差
し
止
め
訴

訟
弁
護
団
）
の
３
人
に
よ
る
鼎
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
上
さ
ん
は
「
安

倍
政
権
を
は
や
く
倒
さ
な
け
れ
ば
、

再
び
事
故
は
お
こ
る
。
国
策
に
抵
抗

し
て
い
こ
う
」
と
語
り
ま
し
た
。
大

泉
さ
ん
は
「
原
発
の
被
害
に
あ
っ
た

者
と
し
て
、
原
発
を
な
く
す
た
め
で

き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

青
木
さ
ん
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の

総
括
を
き
ち
ん
と
し
な
か
っ
た
こ
と

が
フ
ク
シ
マ
の
事
故
に
繋
が
っ
た
。

再
び
つ
く
ら
れ
て
い
よ
う
と
し
て
い

る
安
全
神
話
を
打
ち
破
り
、
原
発
再

稼
働
を
阻
止
し
よ
う
」
と
語
り
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
福
島
の
現
状
報
告
、
東
海

第
２
原
発
訴
訟
団
報
告
な
ど
が
行
わ

れ
、
最
後
に
全
原
発
の
廃
炉
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
な
ど
を
求
め
た
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。 

 

集
会
後
、
参
加
者
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事

故
を
忘
れ
な
い
、
原
発
は
い
ら
な
い
」

と
声
を
上
げ
、
東
海
駅
ま
で
村
内
を

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。 

 子どもの権利条約は､ 1989年11月20日､ 国連総会で採

択され､ 1994年5月22日に発効しました｡ 1985年3月29日

にユネスコ国際成人教育会議で採択された ｢学習権宣言｣

を受けて、学習権を基本的人権としてとらえ､ さらに生存

権そのものであるという考え方に立ち､ ｢教育への権利｣

(RIGHT TO EDUCATION) を保障したものです｡ 日教組は子ど

も人権連と連携し､ 東洋大スカイホールにて､ 11月15日

｢子どもの権利条約批准20年を考える集い｣ を開催します。
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ま
ま
で
は
、
表
現
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
、
民
主
主
義
が
後
退
す

る
危
険
性
が
あ
る
と
し
て
、
文
化
的
解
決
を
追
求
し
よ
う
と
し

た
集
い
に
１
６
０
名
が
参
加
し
た
も
の
で
す
。 

 

教
育
研
究
者
で
あ
る
大
田
堯
さ
ん
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

さ
い
た
ま
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
長
の
安
藤
聡
彦
埼
玉
大

学
教
授
に
よ
る
お
話
、
さ
ら
に
会
場
か
ら
は
句
会
の
メ
ン
バ
ー

を
含
む
20
名
を
超
え
る
積
極
的
な
発
言
で
、
集
い
は
進
行
し
ま

し
た
。
大
田
堯
さ
ん
は
、「
表
現
の
自
由
を
自
粛
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
は
基
本
的
人
権
の
侵
害
で
あ
り
、
学
習
権
の
侵
害
と
し
て
、

人
間
の
生
き
る
権
利
＝
生
存
権
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、
容
認
で

き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者
一
同

で
「
よ
り
よ
い
解
決
を
目
指
し
て
行
こ
う
」
と
の
呼
び
掛
け
文

を
採
択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

【写
真
】 

審
議
会
の
よ
う
す
を
話
す 

安
藤
聡
彦
埼
玉
大
学
教
授

 9月18日、連合埼玉小林会長、佐藤事務局長、

倉持執行委員（埼玉教組副委員長）は、関根郁

夫県教育長を訪問し、労働教育、人権教育等の

推進に関し、県教委としての取り組み強化を申

し入れ、懇談しました。また、今後の事務的レ

ベルでの折衝・協議についても要請しました。

さらに、その後、高校教育課、生徒指導課、地

域家庭連携課などを訪問し、今後の協力に関し

て要請しました。 

 

会
場
の
亀
戸
中
央
公
園
は
多
数

の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
、
埼
玉
教
組
の

旗
の
下
に
結
集
す
る
の
も
大
変
で
、

携
帯
電
話
で
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
旗

を
捜
し
な
が
ら
の
集
合
と
な
り
ま

し
た
。 

 

集
会
で
は
、
澤
地
久
枝
さ
ん
、
大

江
健
三
郎
さ
ん
ら
と
と
も
に
、
韓
国

か
ら
脱
原
発
新
聞
共
同
代
表
の
パ

ク
・
ヘ
リ
ョ
ン
さ
ん
、
台
湾
か
ら
台

湾
緑
色
公
民
行
動
連
名
事
務
局
長

の
チ
ェ
・
ス
ー
シ
ン
さ
ん
の
挨
拶
も

あ
り
、
国
際
的
な
問
題
と
し
て
原
発

を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

 

広
瀬
隆
さ
ん
の
挨
拶
で
は
、
「
原

発
推
進
者
側
が
一
見
有
利
に
見
え

て
も
、
実
は
私
た
ち
の
運
動
が
大
き

な
勝
利
を
得
て
い
る
。
今
年
の
夏

は
、
原
発
が
な
く
て
も
困
る
こ
と
は

 

９
月
27
日
、
さ
い
た

ま
市
民
会
館
お
お
み
や

小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

「
俳
句
掲
載
拒
否
を
考

え
る
市
民
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
、
埼
玉
教
組

の
組
合
員
も
参
加
し
ま

し
た
。
さ
い
た
ま
市
三

橋
公
民
館
だ
よ
り
に
地

元
の
句
会
が
選
ん
だ

「
梅
雨
空
に
『
九
条
守

れ
』
の
女
性
デ
モ
」
の

句
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ

た
問
題
に
対
し
、
こ
の

な
か
っ
た
。
原
発
は
動
か
さ
な
く

て
も
冷
や
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
そ
の
冷
却
の
た
め
に
火
力
発

電
を
利
用
し
て
い
る
。
廃
炉
に
す

れ
ば
こ
ん
な
矛
盾
も
い
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
」
と
私
た
ち
の
運
動
に

力
強
く
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

し
た
。 

 

集
会
後
の
デ
モ
で
は
、
人
数
が

多
く
１
時
間
半
近
く
公
園
内
で
待

た
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
２
千
名
近
く
の
日
教
組
の

組
合
員
と
と
も
に
、
埼
玉
教
組
・

高
教
組
・
退
教
の
仲
間
は
丸
木
旗

を
掲
げ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

上
げ
な
が
ら
、
錦
糸
町
駅
を
過
ぎ
、

両
国
駅
近
く
ま
で
の
コ
ー
ス
を
元

気
に
歩
き
通
し
ま
し
た
。 

 

９
月
23
日
、
秋
晴
れ
の
中
、

「
９･

23
さ
よ
な
ら
原
発
全
国

大
集
会
」
が
東
京
・
亀
戸
中
央

公
園
で
行
わ
れ
、
埼
玉
教
組
の

組
合
員
も
Ｏ
Ｂ
を
含
め
25
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
集
会
は
、
デ
ン
グ
熱

の
影
響
で
代
々
木
公
園
か
ら

会
場
を
変
更
し
た
関
係
で
「
さ

よ
な
ら
原
発
一
千
万
署
名
市
民

の
会
」
主
催
の
も
の
に
な
り
ま

し
た
が
、
全
国
か
ら
１
万
６
千

名
も
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

丸
木
旗
と
と
も
に
デ
モ
行
進
に
出
発
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